
 

 

 

２０１９年１２月３日 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

東京東信用金庫とのＳＤＧｓに関する包括連携協定の締結について 

 

 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、 

東京東信用金庫（理事長：中田 清史）と東京東信用金庫の取引先企業のＳＤＧｓへの取組みを支援

する事業への貢献を目的に、『ＳＤＧｓに関する包括連携協定』を１２月３日に締結したことを 

お知らせします。 

 

１．背景・経緯 

・東京東信用金庫は国連が採択した「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を取引先企業に周知する

とともに、取引先企業が行うＳＤＧｓへの取組みを支援することにより企業の持続的成長と地域

経済の活性化を推進しています。 

・損保ジャパン日本興亜は、リスクテイカーとして、保険商品、防災、減災に資するサービスの 

提供やグループのリソースを活用し、企業の持続的成長と地域経済活性化に貢献するため、今般

包括連携協定を締結するに至ったものです。 

 

２．協定の目的 

 本協定は、東京東信用金庫と損保ジャパン日本興亜が緊密な相互連携と協力のもと、地域産業の 

安定的な繁栄と地域経済の活性化を図ることを目的としています。 

 

３．協定の主な内容 

  以下の７項目において業務連携を行います。 

（１） ＳＤＧｓの情報発信・普及啓発に関すること 

（２）働き方改革に関すること 

 （３）健康経営に関すること 

（４）人材育成に関すること 

（５）事業継承に関すること 

（６）災害対策に関すること 

（７）その他、地域経済の活性化に関すること 

 

４．今後について 

  損保ジャパン日本興亜は、今後もパートナーシップによるＳＤＧｓの取組みにより様々な 

社会的課題を解決し、地域社会の活性化に貢献していきます。 
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